特　記　仕　様　書
第１条　総　則
本特記仕様書は、「宝塚市立病院職員駐車場拡張設計業務委託」に適用する。
１）本特記仕様書及び設計図書に明記なき事項に関して疑義を生じた場合は、監督員と協議の
上、その指示に従うものとする。
    ２）受注者は本設計書に関し知り得た知識は、第三者に漏らしてはならない。また、委託業務の処理を他に委託し、または請負わせてはならない。ただし、書面により受注者の承諾を得たときはこの限りではない。
    ３）業務委託時に本市の提供した資料は、業務完了後、提出書類とともにこれを返却するもの
とする。
　　４）本特記仕様書に定めのない事項は、兵庫県県土整備部監修の「土木設計業務等委託必携（平
成30年10月）」によるものとする。【但し、次の総目次番号の内容について適用を除外する。
Ⅱ.契約書、Ⅲ.入札のしおり、Ⅳ.提出の書類】
第２条　現場立会
　　業務着手時には現地立会を行い、監督員から各種設計条件等を説明する。
第３条　打合せ協議
打合せ協議は、初回、中間２回、成果品納入時とし、初回と成果品納入時には管理技術者が立会うものとする。
第４条　設計業務の内容
１）本設計業務は、既存のため池を埋め立て、病院職員用駐車場拡張工事を施工するに当たり、実施設計を行うことを目的としている。
２）本設計業務は、駐車場詳細設計を行うもので、照査を含むものとし、最新の仕様書、示方書、指針及び通達を使用するものとする。
３）本設計業務に必要となる測量等のデータについては、別途貸与するものとする。
４）周囲敷地及び既存水路等の状況を把握した上で、雨水排水設計を行うものとする。
５）既存駐車区画位置の一部変更を含め、効率的な駐車区画配置の検討を行うものとする。
第５条　電子納品
本業務は、電子納品対象業務とする。
電子納品とは、調査、設計、工事などの各業務段階の最終成果を電子データで納品することを言
う。ここで言う電子データとは、国土交通省が策定した「土木設計業務等の電子納品要領(案)：
(以下、要領)」及び兵庫県が策定した「土木設計業務等の電子納品に関する運用指針(案)」(以下、両者を総称して「要領」という。) に示されたファイルフォーマットに基づいて作成されたものとする。なお、書面における署名又は押印の取り扱いについては、別途監督員と協議するものとする。
第６条　成果品
１）成果物は「要領」に基づいて作成した電子データを従来方式の原稿に代わるものとしてＣＤ－Ｒに納め２部提出するとともに、製本版２部を納品することを原則とするが、別途監督員と協議するものとする。
「要領」で特に記載が無い項目については、原則として成果を電子化して提出する義務はないが、監督員と協議のうえ電子化の要否を決定する。
２）完成図面の作成にあたっては、国土交通省が策定した「CAD製図基準(案)」及び兵庫県が策定した「工事完成図書の電子納品に関する運用指針(案)」に準拠して作成しなければならない。
３）写真台帳は国土交通省が策定した「デジタル写真管理情報基準(案)」及び兵庫県が策定した「土木設計業務等の電子納品に関する運用方針(案)」に基づいて提出するものとする。
第７条　その他
１）受託者は、本市監督員との連絡を密にし、意思の疎通を図るよう心がけなければならない。２）協議簿を作成し、その都度両者確認の上、各々１部以上、保持するものとする。
